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平
成
二
十
六
年
一
月
五
日
、
午
前
七
時
三
十
分
。
天
気
晴
朗
な
れ
ど
、
昨
夜
来
の
寒
気
が
厳
し

い
朝
で
あ
る
。
防
寒
コ
ー
ト
、
防
寒
帽
、
耳
当
て
、
マ
フ
ラ
ー
、
毛
糸
の
手
袋
と
完
全
装
備
で
身

を
固
め
、
日
課
の
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
る
。 

散
策
路
は
い
つ
も
の
山
崎
川
沿
い
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
今
冬
初
の
寒
波
襲
来
と
正
月
気
分
も
抜

け
や
ら
ぬ
早
朝
の
た
め
か
、
い
つ
も
に
較
べ
人
影
は
疎
ら
で
あ
る
。
耳
当
て
の
中
で
響
く
ウ
ォ
ー

ク
マ
ン
の
音
色
は
今
日
も
心
地
よ
い
。
車
両
乗
入
れ
禁
止
の
散
策
路
は
静
謐
と
安
全
が
確
保
さ
れ
、

夢
芝
居
に
想
い
を
馳
せ
る
に
は
絶
好
の
夢
舞
台
で
あ
る
。 

さ
あ
、
今
朝
も
サ
ム
・
テ
イ
ラ
ー
が
奏
で
る
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
に
誘
わ
れ
、
夢
芝
居
の

幕
が
開
く
。
曲
目
が
『
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
に
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

◆
夢
芝
居
Ⅰ
◆ 

窓
を
開
け
れ
ば
港
が
見
え
る
～ 

♪
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
灯
が
見
え
る
～ 

 

想
い
は
一
気
に
五
十
年
の
時
空
を
遡
る
。 

 

大
学
一
年
秋
の
前
期
試
験
前
夜
、
麻
雀
に
明
け
暮
れ
、
落
ち
こ
ぼ
れ
た
連
中
が
我
が
下
宿
に
集

い
、
一
夜
漬
け
の
勉
強
会
を
開
き
、
最
後
の
悪
あ
が
き
を
し
て
い
た
。
三
時
間
ぐ
ら
い
は
夫
々
に

頑
張
っ
て
い
た
が
、
所
詮
は
無
駄
な
抵
抗
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
勉
強
会
断
念
！ 

一
同
打
ち
揃
っ
て
、
徒
歩
十
分
程
の
ヌ
ー
ド
劇
場
に
繰
り
出
し
、
夜
間
割
引
興
業
を
見
物
。
日

頃
の
怠
慢
へ
の
悔
恨
や
ら
、
追
試
受
験
の
憂
鬱
さ
な
ど
、
様
々
な
思
い
が
行
き
交
う
中
、
眼
だ
け

は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
浮
か
ぶ
踊
り
子
を
追
い
、
物
哀
し
い
サ
ッ
ク
ス
の
響
き
に
、
ひ
た
す
ら
聴

き
入
っ
て
い
た
我
が
姿
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。 

苦
く
も
切
な
い
我
が
青
春
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
時
『
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
と
こ
の

情
景
と
が
シ
ン
ク
ロ
し
、
脳
裏
に
刷
り
込
ま
れ
た
。 

（
後
日
談 : 

そ
の
後
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
に
よ
り
前
期
試
験
は
実
施
中
断
。
実
施
済
み
の
試
験
は 

す
べ
て
御
破
算
と
な
っ
た
。
神
風
が
吹
い
た
！
） 

曲
目
が
ま
た
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

 

◆
夢
芝
居
Ⅱ
◆ 

誰
に
も
言
わ
れ
ず
た
が
い
に
誓
っ
た
～ 

♪
か
り
そ
め
の
恋
な
ら
～ 

 

ム
ー
ド
溢
れ
た
松
尾
和
子
姐
さ
ん
の
歌
声
が
蘇
え
る
。 

教
養
課
程
の
頃
、
級
友
二
人
と
離
れ
家
一
軒
を
借
り
、
半
年
ほ
ど
共
同
生
活
を
し
て
い
た
時
期

の
話
で
あ
る
。
月
末
の
三
日
程
は
決
ま
っ
て
金
欠
病
と
な
り
、
互
い
の
財
布
の
中
身
を
確
認
し
、

ど
ち
ら
か
の
仕
送
り
が
届
く
ま
で
、
い
か
に
食
い
凌
ぐ
か
と
い
う
我
慢
の
生
活
で
あ
っ
た
。 

銭
湯
帰
り
の
道
す
が
ら
、
耳
に
し
た
歌
を
二
人
し
て
口
ず
さ
み
、
惣
菜
屋
で
夕
食
の
お
か
ず
と

し
て
魚
フ
ラ
イ
を
残
金
と
相
談
し
な
が
ら
買
い
求
め
た
。 

そ
の
時
の
歌
が
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
で
あ
っ
た
が
、
松
尾
和
子
の
ハ
ス
キ
ー
な
声
に
魅
か

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
楽
曲
の
曲
想
が
我
が
心
境
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
っ
た
。 

こ
の
時
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
と
「
級
友
と
の
共
同
生
活
時
代
」
が
シ
ン
ク
ロ
し
た
。
そ
の

級
友
は
、
日
清
食
品
社
長
時
代
に
損
な
っ
た
健
康
回
復
の
た
め
、
郷
里
信
州
に
引
き
籠
っ
た
と
聞

い
て
い
た
が
、
そ
れ
も
順
調
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
年
賀
状
に
書
き
添
え
て
あ
っ
た
。
御
同

慶
の
至
り
で
あ
る
。 

 

◆
夢
芝
居
Ⅲ
◆ 

や
る
と
思
え
ば 

ど
こ
ま
で
や
る
さ
～ 

 
 

 
 

 
 

♪
そ
れ
が
男
の 

魂
じ
ゃ
な
い
か
～ 

 
優
し
か
っ
た
兄
の
愛
唱
歌
で
あ
る 

『
人
生
劇
場
』｢

雪
の
渡
り
鳥｣

は
、
若
い
頃
か
ら
の
兄
の
十
八
番
で
あ
る
が
、
西
郷
さ
ん
ま
が

い
の
大
き
な
身
体
で
絶
唱
さ
れ
る
と
迫
力
が
あ
り
、
本
人
が
な
り
き
っ
て
い
る
だ
け
に
心
に
響
い

た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
、
夏
の
満
州
引
き
上
げ
行
で
は
、
衰
弱
し
き
っ
た
私
の
手
を
引
き
、
リ
ュ
ッ
ク

の
肩
代
わ
り
も
し
て
く
れ
た
弟
想
い
の
兄
で
あ
っ
た
。
そ
の
兄
も
今
は
亡
い
。 

 



 

平
成
十
五
年
一
月
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
幹
部
懇
親
晩
餐
会
の
最
中
、
秘
書
課
員
に
耳
打
ち
さ
れ

た
。
『
お
宅
か
ら
お
電
話
で
す
。
』 

女
房
か
ら
兄
急
逝
の
知
ら
せ
を
受
け
、
急
き
ょ
帰
宅
し
、
奈
良
の
兄
貴
宅
へ
車
を
飛
ば
し
た
。

告
別
式
場
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
『
人
生
劇
場
』｢

雪
の
渡
り
鳥｣

が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。
義
姉
の
は

か
ら
い
で
あ
ろ
う
。 

 
以
上
、
私
の
夢
舞
台
の
様
子
を
紹
介
し
た
が
「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は 

歌
に
つ
れ
」
を
地
で
行
っ
て
い
る
の
が
「
私
の
夢
芝
居
演
目
」
で
す
。 

昨
夏
、
『
テ
ナ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
で
綴
る
「
昭
和
歌
謡
大
全
集
」
〈
演
奏 : 

サ
ム
・
テ
イ
ラ
ー
〉
』
を
購
入
し
ま
し
た
。
テ
ナ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
独
特
の 

腹
底
に
響
く
低
音
に
し
び
れ
、
歌
詞
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
世 

界
に
埋
没
し
て
い
る
。 

サ
ム
・
テ
イ
ラ
ー
の
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
も
あ
る
が
、
歌
謡
曲
を
サ
ッ 

ク
ス
演
奏
で
聴
く
と
歌
手
の
歌
声
と
は
異
な
っ
た
趣
の
楽
曲
に
思
え
る
。 

お
薦
め
で
す
。
こ
の
全
集
に
は
二 

百
曲
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後 

の
夢
芝
居
演
目
の
心
配
は
無
い
。 

当
分
は
退
屈
せ
ず
に
朝
夕
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
励
め
そ 

う
で
す
。 

 

山
崎
川
散
策
路
の
夢
舞
台
で
の
出
し
物
は
、
昔
話
ば
か 

り
な
の
が
難
で
あ
る
が
、
後
期
高
齢
者
に
片
足
踏
み
い
れ 

た
身
と
し
て
は
、
止
む
終
え
な
い
仕
儀
と
心
得
る
。 

桜
の
花
咲
く
春
の
訪
れ
ま
で
、
夢
舞
台
で
の
朝
夕
二
回 

公
演
の
夢
芝
居
で
も
楽
し
も
う
。 

 

 

 2007 年 第 13 号 
 南郷 善之助（２組） 
 

八期会世代にとって、映画のそれぞれのシーンが懐かしさの

玉手箱だった。 
あの頃、有楽町の日劇で始まった「ウェスタンカーニバル」

は、新しい時代の幕開けだもあった。ロカビリー三人男が、映

画や音楽の世界で大活躍して三人ブームの先駆となったのも

この頃だった。新宿や渋谷の歌声喫茶やジャズ喫茶も連日満員

の盛況で、ラジオからはポールアンカの「ダイアナ」や「クレ

イジィラブ」などが流行していた。それからインスタントラー

メンの「チキンラーメン」が初めて売り出され、安くて手軽な

ために、一躍人気商品になったのもこの頃だった。 
 僕は、今のＮＨＫがある代々木公園が、まだアメリカ軍のキ

ャンプ地だった頃にそこでアルバイトをしながら大学に通っ

ていた。 
仕事は「デリバリーサービス」とカタカナで書くと格好が良

いが、早い話が将校夫人達が基地内のＰＸ「スーパー」で買っ

た品物をハウスまで届ける運び屋である。 
その頃、日本ではまず手に入らない珍しいタバコ「キャメル」

や「ラーク」洋酒をチップとして貰い、下宿仲間や友人に分け

てやり、大変喜ばれた。その時一緒にいた下宿仲間の一人が、

五組の松元英雄君だった。 
当時、日活映画のオーディションに見事合格したのですが、

これから俳優の卵という時に惜しくも体を壊した。あの時、元

気で頑張っていたら、草野大悟と二人の映画スターが、我が八

期会から誕生していたかと思うと残念でならない。 

八期通信アーカイブス

 2005 年 第 11 号 
 泊 更子（４組） 
 

さて、今年は戦後６０年、被爆６０年とあって、新聞もテレ

ビもラジオも特集が組まれていて、思い出すこと、考えこんだ

り、これからのことなど心配したりしている。 
敗戦の年は、５歳。同窓、同級生なのだからほとんどの人が

５歳か６歳だったわけだが。 
両親は、同輩と相談してポンポン船をチャーターして、何家

族か一緒に朝鮮北部から引き揚げてきた。魚雷か浮いて危険だ

という西之表港に立寄り、やっと屋久島の安房港に着いた。 
そこからの６０年になる。母は、翌年（１９４６年）３０歳

で病歿。父は、１９７８年、６９歳で病歿。勿論、両方の祖父

母、両親の兄弟姉妹達も今は亡い。 
高校卒業後、大学病院附属の看護学校に進み、４０年間看護

婦として働いた。結婚せず、自分の家族を持たなかったので、

仕事一筋で生きてきたのである。 
定年６０歳の１年は苦しんだ。否応なしに毎日毎日、自分と

向き合わざるを得なかったから。これは苦しいものです。あの

時、ああすればよかった、こうすればよかったと、過去のさま

ざまを悔いる。 
高校の３年間は、何と云えばいいのでしょう。それまで、裸

足でとびまわり、起きて寝て、いつも着たきりの生活から出て

きて、何とも美しい、まばゆい少年少女たちに圧倒されて、地

道に真剣に、自分の人生を考えることをしなかった。 
３年生の時の「分水嶺」というクラス誌、授業の休憩時間に

校舎の階段で「原爆ゆるすまじ」をうたっていたことなど、そ

ういう人たちがいたことなども思い出します。 

八期通信アーカイブス 


